






小児糖尿病の治療上,サマーキャンプ(短期集団治療)が有意義であることが認

められ,わが国でも 10 余年前から毎年開催されてきた。最も遅れていた東北地

方でも,ようやく昭和 50 年から実施され,50 年 26 名,51 年 29 名の患者を集め,

患者個人の治療上,ならびに地方の患者の実態を知るうえで,大きな成果があっ

た。


